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寸法表記の違い



独立寸法と従属寸法

•独立寸法
•形状の形成に最低限必要な寸法

•一つの独立寸法の変更は他の独立寸法に影響を
与えない

•従属寸法
•独立寸法により導かれる寸法



設計、施工における３Ｄオブジェクト

•設計
• 設計においては独立寸法が重要である。

• 種々の形状についての検討は独立寸法によって行うことが有効である

• ３Ｄオブジェクトは独立寸法によって造形される。

• したがって３Ｄオブジェクトを設計に使うことが有効である。

•施工
• 施工において３Ｄオブジェクトを利用する場合

• 細部の構造、形状、位置関係、寸法を確認するツールが用意されている。



施工時、従来の2次元図面による細部寸法確認と
3次元オブジェクトの使用による細部寸法確認の
違い

従来の２Ｄ図面

３Ｄオブジェクト



従来の２Ｄ図面



３Ｄオブジェクト



３Ｄオブジェクトの細部を確認するツール
参照寸法付与機能

測定

断面表示

非表示、透過表示

２Ｄ図面作成機能



施工における３Ｄオブジェクトの活用

•施工
• 施工において３Ｄオブジェクトを利用する場合

• 細部の構造、形状、位置関係、寸法を確認するツールが
用意されている。

• 参照寸法付与機能

• 測定

• 断面表示

• 非表示、透過表示

• ２Ｄ図面作成機能

これらの機能は今後もより改良を重ねて
使い勝手のいいものとして行くことが必要



従来の２Ｄ図面と３Ｄオブジェクトから生成される２Ｄ図面

図面の性格 図面による形状把握が
できないとき

従来の２Ｄ図面

○実物の形状把握のため
の主体

○形状把握に必要な全て
の情報を含む

○図面への情報の追加

○新たな図面の追加

３Ｄオブジェクトから生成される

２Ｄ図面

○実物の形状把握のため
の主体は３Ｄオブジェクト

○２Ｄ図面は補助的情報

○３Ｄオブジェクトに立ち
返る。

○他の補助機能等を活
用して形状確認



従来の２Ｄ図面と３Ｄオブジェクトの違い

設
計

設
計

実
物

施工に必要な全ての寸法
（独立寸法、従属寸法に関係なく）

図面表示ルール

（独立寸法を含む）

参照寸法付与機能

測定

断面表示

非表示、透過表示

従来の２Ｄ図面

３Ｄオブジェクト

２Ｄ図面作成機能

細部を確認するツール



決して２Ｄ図面作成機能を使って
従来の2次元図面を作成することを進めてはいけない

なぜなら従来の2次元図面では
現場でのＩＣＴの導入に十分応えることができないからである。



•3次元オブジェクトの活用は電子データでのみ可能
•他の電子データとの連携が容易
•インターネットなどを利用した情報交換が容易

•今後のＩＣＴ技術導入を円滑にすることができる

現場で３Ｄオブジェクトを活用すると

ＩＣＴ技術を円滑に導入することができる



ご苦労様でした
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